


施工説明書

はじめに 安全のため必ずお守りください。

壁面処理の重要性

本製品はビスなどで壁面に穴あけ工事を行わず、独自の方法で壁面に固定する手すりです。
壁面の強度とともに、施工前の設置壁面への処理が重要になります。

壁面処理工程 方法 手順№

手順2（P10）

手順3（P10）

手順3（P10）

手順4（P10）

手順7（P12）

手順8（P12）

コーキング接着剤・プライマーの注意事項は裏表紙に明記しております。お読みください。

手すりの取付け 施工手順にそって取付けを行ってください。

1 強度確認

2 付着物除去

3 脂類除去

4 表面処理 付属のプライマーを壁面に塗布することで、
壁面への接着性を安定させます。

表面処理を行うための準備

プライマーの役割

被着面と接着剤の接着性の安定のほかに、被着面の
表面強化、表面被膜による被着面内部からの成分など
の浸出防止、接着剤からの可塑剤（柔軟性を保つ成分）
などの移行防止の役割も果たします。

壁面強度の確認とともに、ヒビ割れがないか、
表面に塗装、フィルム貼り、養生シートが付いて
いないか、十分に検証してください。

付属のスクレイパーで壁面に付着している
付着物を除去し、ウエスや布などで汚れを
拭き取ってください。

付属のアルコール1枚で壁面を拭き取り、
壁面に残った脂分などを除去し、十分乾かして
ください。

壁面処理とは、これから手すりを固定しようとする壁面に対しての「被着面の清掃」と「表面

処理（プライマー）」のことで、特に細心の注意が必要な項目です。

浴室の壁面は通常、日々の入浴などで、脂やほこり、ごみ、ヤニ、その他各種の汚れが付着して

おります。これら付着物は、手すりの強度に著しい悪影響を与えます。 

接着剤を被着面に十分に固定させるためには、その部分にある脂分、ほこりなど固定を阻害する

ものをあらかじめ取り除き、プライマーで被着面の接着性を安定させる必要があります。 

表面処理は、手すりに必要強度を持たせる上で最も重要な点ですので、壁面処理の方法を

下記に示します。














































